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●「年」及び「年度」については「令和」を表記していません。

介
護
Ｄ
Ｘ

Ｄ
Ｘ
は
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
の
略
。
介
護
分
野
に
お

い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を

活
用
し
、
限
り
あ
る
資
源
の
有
効
活

用
と
質
の
高
い
効
率
的
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
で
、

要
介
護
者
や
介
護
従
事
者
の
満
足
度

や
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
す
る
取
組
。

ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

市
民
の
代
表
と
し
て
、
被
爆
地
へ
の

派
遣
等
を
通
じ
て
、
戦
争
の
悲
惨
さ

や
平
和
の
大
切
さ
を
肌
で
学
び
、
そ

の
成
果
を
広
く
市
民
へ
発
信
す
る
中

学
生
の
こ
と
。
こ
れ
ま
で
に
任
命
さ

れ
た
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
が
、

継
続
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
５
年

度
に
ち
ょ
う
ふ
ピ
ー
ス
部
を
立
ち
上

げ
た
。
ま
た
、
Ｆ
Ｃ
東
京
と
共
催
で
、

小
学
生
を
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

ジ
ュ
ニ
ア
と
し
て
被
爆
地
へ
派
遣
。

Ｖ
Ｒ

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
（
Ｖ
ｉ
ｒ

ｔ
ｕ
ａ
ｌ　
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
）
の

略
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て

創
り
出
さ
れ
た
仮
想
的
な
空
間
な
ど

を
現
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
疑
似
体

験
で
き
る
仕
組
み
で
あ
り
、
日
本
語

で
は
仮
想
現
実
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。

パ
ー
ソ
ナ
ル
リ
ク
エ
ス
ト
票

災
害
時
に
避
難
所
な
ど
で
、
一
人
一

人
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
物
資
を
配
布
す

る
た
め
、
１
枚
の
用
紙
に
身
長
や
体

重
、
年
代
、
使
用
し
て
い
る
化
粧
品

や
生
理
用
品
メ
ー
カ
ー
、
下
着
の
サ

イ
ズ
等
を
記
入
し
て
も
ら
う
調
査
票
。

児
相
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
・
児
童

相
談
所
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
。

児
童
虐
待
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
即

し
た
よ
り
き
め
細
か
な
児
童
相
談
体

制
を
構
築
す
る
た
め
の
連
携
拠
点
。

北
部
地
域
の
交
通
利
便
性
の
向
上
・

下
水
道
管
事
業
に
Ｄ
Ｘ
技
術
の
導
入
を

内
藤
美
貴
子
（
公　

明　

党
）

井
上　

耕
志
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
調
布
）

持
続
可
能
な
市
内
公
共
施
設
プ
ー
ル
の

管
理
運
営
を
目
指
す
た
め
に

丸
田　

絵
美
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
調
布
）

災
害
級
と
い
わ
れ
る
猛
暑
へ
の
対
策
と
、

自
転
車
の
安
全
利
用
を
問
う

川
畑　

英
樹
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
調
布
）

大
規
模
災
害
時
に
調
布
市
民
の

命
を
守
る
具
体
的
な
対
策
を

外
・
交
部
長　
①
バ
ス
事
業
者
と
補
助

金
支
出
含
め
協
議
。
深
刻
な
運
転
手

不
足
に
伴
い
採
算
路
線
さ
え
厳
し
い

状
況
で
増
便
は
困
難
②
駅
へ
向
か
う

路
線
バ
ス
に
乗
り
換
え
で
き
る
乗
降

ポ
イ
ン
ト
を
３
か
所
追
加
し
駅
へ
の

ア
ク
セ
ス
補
完
③
深
刻
な
運
転
手
不

足
や
利
用
者
減
少
で
実
現
困
難
④
乗

車
方
法
が
分
か
り
や
す
く
持
続
可
能

性
が
高
い
定
時
定
路
線
型
の
巡
回
ワ

ゴ
ン
バ
ス
が
、
よ
り
地
域
の
移
動
ニ

ー
ズ
に
適
し
て
い
る
と
認
識
。
検
討

進
め
る
⑤
地
域
住
民
へ
の
情
報
提
供

や
意
見
聴
取
を
丁
寧
に
行
う
⑥
設
置

数
少
な
い
深
大
寺
東
町
に
サ
イ
ク
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
推
進
⑦
調
布
市

自
転
車
活
用
推
進
計
画
に
サ
イ
ク
ル

の
運
動
施
設
で
は
遮
熱
対
策
の
整
備

が
求
め
ら
れ
る
。
市
の
見
解
を
伺
う
。

生
文
部
長　
熱
中
症
等
の
事
故
時
に

指
導
者
の
責
任
が
問
わ
れ
得
る
こ
と

に
つ
い
て
、
施
設
掲
示
で
周
知
。
ま

た
、
施
設
の
利
用
環
境
に
つ
い
て
は

改
善
策
を
段
階
的
に
進
め
て
い
る
。

問　
学
校
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
は
。

教
育
部
長　
国
・
都
の
通
知
等
に
沿

っ
た
対
策
を
学
校
に
周
知
し
て
い
る
。

問　
猛
暑
で
水
泳
授
業
困
難
な
中
、

着
衣
水
泳
の
授
業
確
保
し
て
い
る
か
。

教
育
部
長　
水
泳
授
業
の
中
で
実
施
。

問　
市
民
の
水
難
事
故
へ
の
対
策
は
。

危
管
部
長　
市
民
に
注
意
喚
起
実
施
。

問　
熱
中
症
予
防
と
し
て
男
性
や
子

ど
も
の
通
学
時
の
日
傘
使
用
促
進
を
。

問　
災
害
時
つ
な
が
り
や
す
い
特※

設

公
衆
電
話
を
多
く
の
避
難
者
が
集
ま

る
施
設
に
設
置
す
べ
き
。

危
管
部
長　
避
難
所
と
な
っ
て
い
る

市
施
設
で
の
設
置
拡
充
に
努
め
る
。

問　
特
設
公
衆
電
話
設
置
と
同
様
に

携
帯
電
話
充
電
用
蓄
電
池
の
設
置
を
。

危
管
部
長　
携
帯
電
話
充
電
等
を
想

定
し
今
後
も
蓄
電
池
の
備
蓄
を
検
討
。

問　
防
災
無
線
・
避
難
情
報
・
リ
ア

ル
タ
イ
ム
避
難
所
情
報
な
ど
の
防
災

情
報
が
集
約
さ
れ
た
市
独
自
の
防
災

ア
プ
リ
を
。
ま
た
、
避
難
が
困
難
な

要
支
援
者
と
支
援
者
を
つ
な
ぐ
災
害

時
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
の
運
用
を
。

危
管
部
長　
７
年
度
に
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
防
災
行
政
無
線
の
内
容
を
音

１
千
600
万
円
、
水
道
代
約
２
千
万
円
。

問　
学
校
プ
ー
ル
授
業
を
実
施
す
る

教
員
の
現
場
か
ら
の
声
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
対
応
し
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長　
管
理
は
特
定
の
教
員
に

任
せ
き
り
に
せ
ず
組
織
的
に
行
い
、

外
部
指
導
補
助
員
活
用
し
負
担
軽
減
。

問　
猛
暑
に
よ
っ
て
中
止
等
が
相
次

い
で
い
る
各
小
学
校
の
プ
ー
ル
開
放

事
業
の
現
状
と
、
今
後
の
展
望
は
。

教
育
部
長　
７
年
度
は
、
猛
暑
に
お

け
る
安
全
面
を
考
慮
し
全
校
で
中
止
。

８
年
度
以
降
は
、
経
緯
等
を
踏
ま
え
、

学
校
開
放
運
営
委
員
会
と
協
議
検
討
。

問　
劣
化
度
調
査
結
果
で
改
修
・
保

全
に
数
億
か
ら
10
億
円
程
度
要
す
る

と
の
見
解
。
市
民
プ
ー
ル
の
今
後
は
。

問　
北
部
地
域
の
交
通
利
便
性
向
上

に
つ
い
て
①
ミ
ニ
バ
ス
北
路
線
は
２

年
に
大
幅
減
便
。
現
状
と
課
題
は
②

デ※

マ
ン
ド
型
交
通
の
、
主
要
駅
ま
で

行
く
こ
と
が
で
き
る
運
行
ル
ー
ト
の

実
現
に
向
け
た
現
状
は
③
調
布
駅
か

ら
消
防
大
学
方
面
に
向
か
う
路
線
の

終
便
の
延
長
を
④
公
共
交
通
実
証
実

験
の
検
証
と
今
後
の
展
望
は
⑤
今
後
、

巡
回
ワ
ゴ
ン
バ
ス
を
本
格
導
入
す
る

際
は
、
地
域
住
民
か
ら
の
要
望
の
実

現
に
努
め
る
べ
き
。
見
解
は
⑥
北
部

地
域
に
「
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
の
増
設
を
⑦
バ
ス
停
近
く

に
自
転
車
を
駐
輪
し
て
バ
ス
に
乗
り

換
え
で
き
る
「
サ
イ
ク
ル
・
ア
ン
ド

バ
ス
ラ
イ
ド
」
の
設
置
促
進
を
。

問　
今
夏
の
猛
暑
の
経
験
を
８
年
以

降
、
ど
う
対
策
に
生
か
す
か
。
熱
中

症
対
策
の
周
知
と
市
の
取
組
は
。

市
長　
引
き
続
き
、
熱
中
症
予
防
の

周
知
を
図
り
、
市
民
の
命
と
健
康
を

守
る
猛
暑
対
策
に
取
り
組
む
。

問　
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
拡
大

が
求
め
ら
れ
る
が
、
公
共
施
設
以
外

へ
の
拡
大
と
暑
熱
対
策
の
視
点
持
っ

た
公
園
管
理
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

環
境
部
長　
民
間
施
設
へ
呼
び
か
け
、

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
拡
大
に
努

め
る
。
公
園
の
日
陰
づ
く
り
工
夫
。

引
き
続
き
有
効
な
対
策
に
努
め
る
。

問　
運
動
時
の
暑
熱
対
策
は
重
要
で
、

熱
中
症
事
故
発
生
時
は
指
導
者
等
へ

の
問
責
も
想
定
さ
れ
る
。
特
に
屋
外

問　
次
期
「
調
布
市
地
域
防
災
計
画

修
正
に
向
け
、
重
視
す
る
点
は
。

市
長　
全
国
で
の
災
害
対
応
の
課
題

を
踏
ま
え
修
正
。

問

耐※

震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
助
成
制

度
は
対
象
範
囲
を
広
げ
周
知
す
べ
き
。

都
整
部
長　
制
度
充
実
を
検
討
。

問　
大
規
模
災
害
に
備
え
、
木
造
住

宅
耐
震
化
に
お
け
る
障
害
者
・
高
齢

者
支
援
制
度
の
拡
充
を
。

都
整
部
長　
在
宅
避
難
推
奨
の
視
点

踏
ま
え
、
調
布
市
耐
震
改
修
促
進
計

画
策
定
の
中
で
検
討
。

問　
ピ
ロ
テ
ィ
階
あ
る
旧
耐
震
マ
ン

シ
ョ
ン
の
実
態
把
握
と
働
き
か
け
は
。

都
整
部
長　
棟
数
等
把
握
し
て
い
な

い
が
適
時
適
切
な
案
内
必
要
と
認
識
。

問　
猛
暑
が
続
く
昨
今
に
お
け
る
学

校
プ
ー
ル
の
稼
働
率
と
参
加
率
は
。

教
育
部
長　
７
年
度
１
学
期
末
時
点

で
稼
働
率
約
95
％
。
参
加
率
は
個
別

の
事
情
に
よ
る
見
学
や
欠
席
で
様
々
。

問　
プ
ー
ル
授
業
・
水
着
着
用
へ
抵

抗
感
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
現
状
と
、

欠
席
し
た
場
合
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
は
。

教
育
部
長　
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
で
保

護
者
と
連
携
し
把
握
。
見
学
や
欠
席

後
は
意
向
を
聞
き
取
り
適
切
に
対
応
。

問　
学
校
プ
ー
ル
老
朽
化
に
関
す
る

状
況
の
把
握
と
改
修
及
び
維
持
管
理

コ
ス
ト
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長　
経
過
年
数
や
劣
化
状
況

に
応
じ
、
周
期
的
な
改
修
工
事
実
施
。

全
校
で
の
年
間
の
維
持
管
理
費
用
約

ア
ン
ド
・
バ
ス
ラ
イ
ド
を
位
置
づ
け
。

問　
下
水
道
管
の
老
朽
化
対
策
に
つ

い
て
①
道
路
陥
没
の
主
な
原
因
は
、

下
水
道
管
の
老
朽
化
。
市
の
老
朽
化

対
策
の
現
状
と
課
題
は
②
下
水
道
管

の
調
査
・
点
検
に
人
工
知
能
Ａ
Ⅰ
や

ド
ロ
ー
ン
の
Ｄ
Ｘ
技
術
の
導
入
を
。

環
境
部
長　
①
ス※

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
に
基
づ
き
対
応
。
人
員
体

制
や
財
源
確
保
が
課
題
、
更
な
る
重

点
化
の
取
組
が
必
要
②
先
進
事
例
の

動
向
注
視
し
Ｄ
Ｘ
技
術
の
活
用
検
討
。

環
境
部
長　
広
く
効
用
周
知
に
努
力
。

教
育
部
長　
活
用
を
学
校
に
周
知
。

問　
６
年
の
道
路
交
通
法
改
正
に
伴

い
、
内
容
周
知
や
安
全
利
用
促
進
を
。

外
・
交
部
長　
自
転
車
安
全
利
用
講
習

会
等
で
交
通
ル
ー
ル
の
周
知
図
る
。

問　
調
布
駅
前
広
場
完
成
ま
で
半
年
。

駅
前
で
の
自
転
車
利
用
は
ナ※

ッ
ジ
手

法
活
用
し
押
し
歩
き
を
推
進
す
べ
き
。

外
・
交
部
長　
調
布
駅
前
広
場
周
辺
の

押
し
歩
き
エ
リ
ア
設
定
含
め
、
他
自

治
体
先
行
事
例
参
考
に
方
策
を
検
討
。

声
や
文
字
で
確
認
で
き
る
防
災
ア
プ

リ
を
導
入
。
今
後
、
他
自
治
体
の
事

例
を
参
考
に
調
査
研
究
。

問　
市
民
に
携
帯
ト
イ
レ
配
布
を
。

危
管
部
長　
自
治
会
等
通
じ
携
帯
ト

イ
レ
を
各
世
帯
へ
配
布
。
個
人
で
の

備
蓄
困
難
な
方
へ
の
支
援
検
討
。

問　
災
害
時
有
効
な
「
筆
談
で
き
ま

す
」
ス
テ
ッ
カ
ー
と
ボ
ー
ド
設
置
を
。

福
祉
参
事　
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

契
機
に
災
害
時
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
取
組
推
進
。

生
文
部
長　
利
用
者
ニ
ー
ズ
や
費
用

対
効
果
等
検
討
し
、
市
民
参
加
手
続

を
経
て
、
方
向
を
取
り
ま
と
め
る
。

問　
夏
季
の
一
定
期
間
し
か
使
わ
な

い
学
校
屋
外
プ
ー
ル
の
今
後
に
関
し
、

隣
接
校
同
士
の
運
営
、
民
間
施
設
と

の
協
働
、
都
立
・
市
民
プ
ー
ル
の
活

用
で
、
再
配
置
や
統
廃
合
を
検
討
す

る
時
期
で
は
。
見
解
を
問
う
。

教
育
部
長　
公
共
屋
内
プ
ー
ル
や
市

内
民
間
事
業
者
所
有
屋
内
プ
ー
ル
活

用
等
、
学
校
プ
ー
ル
の
在
り
方
検
討
。

デマンド型交通デマンド型交通市内中学校のプール市内中学校のプール

調布市地域防災計画（左）と調布市地域防災計画（左）と
災害時初動行動マニュアル（右）災害時初動行動マニュアル（右）

水難事故防止の取組の一つである水難事故防止の取組の一つである
サンダルバイバイおやこ条約サンダルバイバイおやこ条約

・

・

」
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